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Kinesin Motor domainをもつ約100 K D aのタンパクをコードするKIF20A (Kinesin 
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を受けた乳がん症例257例 中 195例 (75. 9%)に発現を認めた。乳がんのサブタイプ別 
に検討したところ、ルミナルタイプで69%， H ER2陽性がんで89%， TNBC (トリ 
プルネガテイブタイプ）で 92%で KIF20Aの発現を確認し、隣接する正常な乳腺組 
織で発現を認めなかった。K IF20Aの発現と予後との関保を検討した結果、KIF20A 
の発現は乳がん患者の予後不良と有意な相関を認め№ = 0.0126、ログランク検定） 
多変量®^祈では、K IF20Aの発現は独立した予後不良因子であった。臨床病理学的 
分析では、より進行したpT因子がKIF20Aの発現と有意に相関していた。細胞増殖 
に対するKIF20Aの機能を明らかにするために、KIF20Aに対するsiRNAを 3 種類 
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(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体1 1 ポイント、6 0 0 字以内で作成のこと
乳がんで高頻度に発現上昇している遺伝子をスクリーニンダした結果見い出された 






タイプ、 トリプルネガティブタイプ）で発現し、p T因子が高いほど発現頻度が高く、発 
現陽性例は陰性例に比べて予後が不良であることがわかった。





また、最終試験として論文内容に関連した試問にも合格と判断されたので、博 士 （医学）の 
学位論文に値するものと認められた。
(総 字 数 5 9 7字)
(令和2 年 8 月 2 4 日）
